
も く じ

か
つ
て
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
仕
事
は
、
中
学
卒
業
者

や
高
校
卒
業
者
の
主
た
る
就
職
先
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
き
た
。
大
学
卒
業
と
い
う
学
歴
は
、
大
企
業
に
お

け
る
事
務
職
や
管
理
部
門
へ
の
就
職
と
結
び
つ
き
、

安
定
的
な
収
入
や
社
会
的
地
位
を
獲
得
す
る
た
め
の

前
提
条
件
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し

か
し
今
日
で
は
、
こ
の
対
応
関
係
は
大
き
く
揺
ら
い

で
い
る
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
商
品
陳
列
や
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
の
給
油
業
務
な
ど
、
昔
は
学
歴

を
問
わ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
職
種
に
お
い
て

も
、
大
卒
者
が
従
事
す
る
こ
と
は
一
般
的
で
あ
る
。

そ
の
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
職
場
が
、
最
近
の
Ａ
Ｉ
の

進
化
に
よ
り
、
さ
ら
に
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
。
２
０
２
５
年
11
月
2
日
の
日
本
経
済
新
聞
は
米

国
に
お
け
る
「
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
ビ
リ
オ
ネ
ア
」
に
つ

い
て
報
じ
た
。「
Ａ
Ｉ
に
代
替
で
き
な
い
技
能
を
習

得
し
経
験
を
積
ん
だ
」
配
管
工
や
空
調
整
備
技
師
、

電
気
技
工
士
な
ど
が
、
弁
護
士
や
医
師
よ
り
稼
ぐ
と

い
う
の
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
務
仕
事
が
Ａ
Ｉ
に
取
っ
て
代
わ
ら

れ
る
一
方
、
身
体
技
能
を
要
す
る
専
門
的
な
仕
事
の

価
値
は
高
ま
っ
て
い
る
。

定
型
的
な
事
務
処
理
や
法
令
解
釈
な
ど
、
一
定
の

ル
ー
ル
に
基
づ
く
作
業
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｉ
は
す
で
に

技
術
力
や
処
理
速
度
の
面
で
人
間
を
上
回
っ
て
い

る
。
自
治
体
で
も
議
会
答
弁
の
原
稿
や
、
住
民
相
談

の
報
告
書
な
ど
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
作
成
す
る
と
こ
ろ

も
出
て
き
た
。

Ａ
Ｉ
の
普
及
に
よ
り
、
人
間
に
残
さ
れ
る
仕
事
と

は
何
か
。
そ
れ
は
、
五
感
や
身
体
運
動
を
通
じ
て
培

わ
れ
た
知
覚
や
感
覚
に
基
づ
き
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
、
判
断
し
な
が
ら
作
業
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
活
動
は
「
創
造
性
」
の
源
泉
で
も
あ
り
、

人
間
ら
し
く
生
き
、
心
地
よ
く
暮
ら
す
た
め
に
欠
か

せ
な
い
知
恵
や
技
で
も
あ
る
。

配
管
工
や
電
気
工
、
建
設
技
能
者
に
留
ま
ら
ず
、

農
林
業
や
漁
業
の
分
野
で
も
、
身
体
感
覚
を
総
動
員

し
て
現
場
で
向
き
合
う
仕
事
は
、
Ａ
Ｉ
が
代
替
し
に

く
い
領
域
で
あ
る
が
、
い
ま
や
こ
う
し
た
仕
事
を
支

え
る
人
材
は
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る
。
大
工
の
不

足
が
震
災
復
興
を
遅
ら
せ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ

る
。
地
域
の
存
続
に
む
け
て
、
暮
ら
し
を
支
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
技
能
を
体
系
的
に
学
ぶ
機
会
の
創
出
と
人

材
確
保
が
必
要
だ
ろ
う
。

自
然
と
向
き
合
い
、
土
地
の
条
件
を
読
み
取
り
、

経
験
を
積
み
重
ね
て
技
を
磨
く
。
暮
ら
し
に
根
差
し

た
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
仕
事
は
人
間
の
創
造
性
と
身
体

性
が
凝
縮
さ
れ
た
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
も
い

え
る
。生
産
、加
工
、販
売
、飲
食
や
宿
泊
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
業
に
至
る
ま
で
、
現
場
で
の
創
造
性
が
広
が
る

仕
事
に
関
心
を
持
つ
若
い
世
代
も
増
え
て
き
た
。
地

域
の
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
創
造
性
を
体
感
・
経

験
で
き
る
担
い
手
育
成
の
環
境
づ
く
り
が
、
町
村
の

地
域
政
策
に
求
め
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
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静寂に架かる橋 ―第一只見川橋梁（福島県三
み

島
しま

町
まち

）

写真募集

表紙に掲載する写真を募集して
います。採用者には、図書カード
（３千円）を差し上げます。
写真には撮影者の住所、氏名及
び撮影場所・日時を明記して下
さい。
なお、採否は当方に一任願います。
送り先：全国町村会・広報部

写真キャプション

福島県の会津若松から新潟県の小出
まで、只見川を縫うようにして走る JR
只見線は、景観の美しさから全国にそ
の名を知られるローカル鉄道。中で
も特に人気が高い第一只見川橋梁を
望むビューポイントからは、四季を通
して自然の織り成す景色が楽しめる。
しんしんと雪が降り積もる白銀の大地
の下では、芽吹きの時を待ちながら、
春への歩みが静かに始まっている。

大
卒
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
新
時
代

東
洋
大
学
国
際
学
部
国
際
地
域
学
科
教
授

沼ぬ
ま

尾お

　
波な

み

子こ

活

動

政

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想

第
34
次
地
方
制
度
調
査
会
が
発
足 

―
本
会
か
ら
は
棚
野
会
長
が
委
員
と
し
て
出
席
―
��
�
�
�
⑵

棚
田
地
域
振
興
法
の
改
正
に
つ
い
て

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
農
村
政
策
部
地
域
振
興
課 

日
本
型
直
接
支
払
班 

企
画
係
長 

桑
田
利
明
��
⑶

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
五
ヶ
瀬
!! 

～
町
制
施
行
70
年
～
＝
宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑺

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑾

郷
土
の
偉
人
「
孤
児
の
父
」
石
井
十
次
と
音
楽
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
か
ら
「
慈
善
音
楽
幻
燈
会
」
へ

「
音
楽
の
可
能
性
」
を
巡
る
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
宮
崎
県
高
鍋
町
長　

黒
木　

敏
之
…
⑿
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は
じ
め
に
会
長
及
び
副
会
長
の
選
任
が

行
わ
れ
、
会
長
に
市
川
晃
委
員
（
住
友
林
業

株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
）、
副
会
長
に

谷
口
尚
子
委
員
（
慶
応
義
塾
大
学
教
授
）
が

選
任
さ
れ
た
。

続
い
て
、
公
務
に
よ
り
欠
席
し
た
高
市

総
理
大
臣
に
代
わ
っ
て
、
木
原
内
閣
官
房
長

官
か
ら
市
川
会
長
に
国
・
都
道
府
県
・
市
町

村
の
役
割
分
担
や
大
都
市
地
域
に
お
け
る
行

政
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
調
査
審
議
を

求
め
る
諮
問
文
が
手
交
さ
れ
た
。

次
に
、
林
総
務
大
臣
が
挨
拶
に
立
ち
、「
将

来
に
わ
た
っ
て
、
住
民
の
生
活
を
守
り
、
個

性
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
を
残
し
て
い
く
た

め
に
は
、
自
治
体
が
社
会
の
変
化
に
対
応

し
、
本
来
注
力
す
べ
き
事
務
に
注
力
す
る
た

め
の
取
組
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
着
実
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
方

の
声
に
も
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
国
・
都
道
府

県
・
市
町
村
間
の
役
割
分
担
や
大
都
市
地
域

に
お
け
る
行
政
体
制
な
ど
の
地
方
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
従
来
の
発
想
に
と
ら
わ
れ

ず
、
柔
軟
に
議
論
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
委
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

諮
問
事
項
に
つ
い
て
精
力
的
に
ご
議
論
い
た

だ
き
、
答
申
と
し
て
と
り
ま
と
め
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
懇
談
に
入
り
、
各
委
員
か
ら

発
言
が
あ
っ
た
。

棚
野
会
長
か
ら
は
、「
多
く
の
町
村
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
人
材
が
不
足
し
、
役
場

職
員
の
確
保
も
年
々
困
難
と
な
る
な
ど
、
将

来
に
対
し
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
」
と
の
現

状
認
識
を
示
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
議
論

に
あ
た
り
、
２
つ
の
点
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
た
。

１
つ
目
は
法
令
等
に
基
づ
き
、
町
村
が

担
う
現
行
の
事
務
に
つ
い
て
、
社
会
情
勢
の

変
化
等
を
踏
ま
え
、
事
務
の
廃
止
や
統
合
な

ど
を
進
め
、
事
務
の
整
理
・
削
減
を
図
る
こ

と
。
２
つ
目
は
、
持
続
可
能
か
つ
最
適
な
形

で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
の

制
度
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
町
村
が
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
て
自
ら
選
択
・
判
断
で
き

る
柔
軟
な
仕
組
み
を
大
前
提
と
す
る
こ
と
。

最
後
に
、「
町
村
は
現
在
９
２
６
あ
り
、

人
口
規
模
や
地
理
条
件
、
課
題
を
抱
え
る
分

野
や
事
務
体
制
な
ど
も
異
な
る
。
今
後
の
審

議
検
討
に
お
い
て
は
、
現
場
の
実
態
や
意
見

を
聞
く
機
会
を
節
目
節
目
で
設
け
、
丁
寧
に

議
論
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、

発
言
を
締
め
く
く
っ
た
。

調
査
会
で
は
今
後
、
専
門
の
小
委
員
会

を
設
置
し
て
、具
体
的
な
検
討
を
進
め
、２
年

以
内
に
答
申
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

諮 問

地方制度調査会設置法（昭和２７年法律第３１０号）第２条の規定に
基づき、次のとおり諮問する。

人口減少により深刻化する人材の不足や偏在、デジタル技術の
進展等の課題に対応し、将来にわたり、地域の特性に応じて、持
続可能かつ最適な形で行政サービスを提供していくため、国・都
道府県・市町村間の役割分担、大都市地域における行政体制その
他の必要な地方制度の在り方について、調査審議を求める

▲諮問文

▲発言する林大臣

▲発言する棚野会長

全 国 町 村 会全 国 町 村 会

第３４次地方制度調査会が発足第３４次地方制度調査会が発足
―本会からは棚野会長が委員として出席――本会からは棚野会長が委員として出席―

2026年（令和 8年） 2月 9日　2第3348号

活　動

　
令
和
８
年
１
月
19
日
、
第
34
次
地
方
制
度
調
査
会
が
発
足
し
、
第
１
回
総

会
が
首
相
官
邸
で
開
催
さ
れ
た
。

　
本
会
か
ら
は
棚
野
孝
夫
会
長
（
北
海
道
白
糠
町
長
）
が
出
席
し
た
。

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

p02 3348 活動_第34次地方制度調査会.indd   2p02 3348 活動_第34次地方制度調査会.indd   2 2026/02/09   11:08:242026/02/09   11:08:24



ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

棚
田
地
域
振
興
法
（
以
下
「
法
」
と
い

う
。）
は
、
貴
重
な
国
民
的
財
産
で
あ
る

棚
田
を
保
全
し
、
棚
田
地
域
の
有
す
る
多

面
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
り
、
も
っ
て

棚
田
地
域
の
持
続
的
発
展
及
び
国
民
生
活

の
安
定
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
令
和
元
年
６
月
12
日
に
５
年
間
の

時
限
法
と
し
て
議
員
立
法
に
よ
り
制
定
さ

れ
ま
し
た
（
令
和
元
年
８
月
16
日
施
行
、

令
和
７
年
３
月
31
日
期
限
）。

法
制
定
を
契
機
と
し
て
、
棚
田
を
国
民

的
財
産
と
し
て
保
全
す
る
意
識
が
広
く
国

民
の
間
で
醸
成
さ
れ
、
地
域
の
自
主
的
な

努
力
を
助
長
し
つ
つ
、
多
様
な
主
体
が
連

携
・
協
力
す
る
こ
と
で
、
棚
田
の
保
全
、

棚
田
地
域
の
振
興
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
棚
田
地
域
を
取
り
巻
く
状
況
が
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

今
般
、
法
の
期
限
の
延
長
と
規
定
の
充
実

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
法
の
概
要
と
活
用
状
況
、

改
正
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

２２
　
棚
田
地
域
振
興
法
の
概
要

　
棚
田
地
域
振
興
法
の
概
要

棚
田
地
域
振
興
法
は
、
地
域
指
定
を
受

け
た
上
で
、
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計

画
を
作
成
し
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
措
置
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⑴
法
の
ス
キ
ー
ム

①
指
定
棚
田
地
域
の
指
定

都
道
府
県
が
関
係
市
町
村
に
協
議
の
う

え
、「
指
定
棚
田
地
域
」
を
申
請
し
、
国

が
指
定
し
ま
す
。
指
定
棚
田
地
域
は
、
政

令
で
定
め
る
「
棚
田
地
域
」
の
要
件
（
昭

和
25
年
２
月
１
日
に
お
け
る
市
町
村
の
区

域
で
あ
っ
て
、
当
該
区
域
内
の
勾
配
が
20

分
の
１
以
上
の
土
地
に
あ
る
一
団
の
棚
田

の
面
積
が
１
ha
以
上
あ
る
こ
と
）
等
を
満

た
せ
ば
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
認
定

指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
作
成

に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
を
中
心
に
、
農

業
者
、
地
域
住
民
、
N
P
O
な
ど
多
様
な

関
係
者
が
参
加
す
る
「
指
定
棚
田
地
域
振

興
協
議
会
」
を
組
織
し
た
上
で
、
棚
田
の

保
全
と
棚
田
地
域
の
振
興
を
目
的
と
し
た

「
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
」
を
作

成
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
都
道
府
県
知
事

に
協
議
の
う
え
、
市
町
村
が
申
請
し
、
国

が
認
定
し
ま
す
。

具
体
的
な
指
定
棚
田
地
域
の
指
定
基
準

及
び
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
認

定
基
準
は
、
国
が
策
定
す
る
「
棚
田
地
域

の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
以
下

「
基
本
方
針
」
と
い
う
。）」
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

⑵
支
援
措
置
等

国
に
よ
る
支
援
は
、
大
き
く
分
け
て
人

的
な
支
援
と
財
政
的
な
支
援
の
２
つ
が
あ

り
ま
す
。

①
人
的
な
支
援

国
は
、
棚
田
地
域
振
興
を
担
当
と
す
る

国
の
職
員
を
棚
田
地
域
振
興
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
に
選
任
し
、
協
議
会
に
よ
る
指
定
棚

田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
作
成
の
準
備
等

か
ら
実
施
に
至
る
ま
で
相
談
に
応
じ
る
体

制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

②
財
政
的
な
支
援

国
は
、
毎
年
度
指
定
棚
田
地
域
の
振
興

に
資
す
る
事
業
を
公
表
し
、
棚
田
地
域
振

興
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
等
に
よ
っ
て
周
知
徹

底
を
す
る
こ
と
で
そ
の
一
層
の
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動

計
画
に
基
づ
く
活
動
等
を
支
援
す
る
た

め
、
各
種
優
遇
措
置
を
講
じ
て
お
り
ま
す

（
農
林
水
産
省
に
お
け
る
優
遇
措
置
は
、

図
１
に
示
し
て
い
ま
す
）。

３３
　　��

棚
田
地
域
振
興
法
の
活
用
状
況

棚
田
地
域
振
興
法
の
活
用
状
況

（
効
果
と
課
題
）

（
効
果
と
課
題
）

 

棚
田
地
域
振
興
法
制
定
か
ら
の
５
年
間

（
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
）
で
、
指
定
棚

田
地
域
の
指
定
（
41
道
府
県
733


地

域
）、
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の

認
定
（
39
道
府
県
4
4
1
地
域
、
2
0
0

計
画
）
が
進
み
、
支
援
措
置
を
活
用
し
た

棚
田
地
域
振
興
活
動
が
促
進
さ
れ
ま
し

た
。
例
え
ば
、
富
山
県
射
水
市
の
金
山
棚

田
で
は
、
指
定
棚
田
地
域
の
指
定
を
受
け

た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
の
対
象
と
な
り
、
活
動
に
取
り

１１
　
は
じ
め
に

　
は
じ
め
に
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組
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
和

歌
山
県
紀
美
野
町
の
中
田
の
棚
田
で
は
、

指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
を
策
定

し
、
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
優

遇
措
置
を
活
用
し
、耕
作
放
棄
地
の
再
生
、

都
市
農
村
交
流
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま

た
、
指
定
棚
田
地
域
と
し
て
指
定
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
地
域
振
興

８
法
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
地
域

（
162


地
域
）
が
農
業
基
盤
整
備
事
業

等
の
補
助
率
の
嵩
上
げ
の
対
象
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
約
５
割
の
地
域
（
72

地
域
）
で
実
際
に
事
業
が
実
施
さ
れ
、
補

助
率
の
嵩
上
げ
（
50
％
→
55
％
）
に
よ
り

約
72
億
円
分
の
地
元
負
担
の
軽
減
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
棚
田
地
域

の
振
興
を
図
る
た
め
の
取
組
に
対
す
る
支

援
と
し
て
、
棚
田
地
域
振
興
活
動
加
算

が
創
設
さ
れ
、
さ
ら
に
、
令
和
４
年
度
か

ら
は
、
超
急
傾
斜
農
地
保
全
管
理
加
算

に
よ
る
単
価
の
引
上
げ
も
措
置
さ
れ
、
令

和
６
年
度
の
取
組
面
積
と
し
て
７
千

2
5
0
ha
が
棚
田
加
算
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
法
を
契
機
と
し
て
、
棚

田
地
域
の
振
興
が
一
層
図
ら
れ
た
事
例
が

あ
る
な
ど
、
一
定
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
で
、
棚
田
地
域
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
、
棚
田
を

支
え
る
人
の
高
齢
化
や
人
材
不
足
、移
住
・

定
住
の
た
め
の
空
家
対
策
、
鳥
獣
被
害
の

深
刻
化
、
生
産
基
盤
の
老
朽
化
な
ど
の
課

題
は
継
続
し
て
い
る
ほ
か
、
各
府
省
の
既

存
施
策
の
更
な
る
活
用
促
進
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

４４
　
法
改
正
に
つ
い
て

　
法
改
正
に
つ
い
て

⑴
法
延
長
等
に
係
る
動
き

令
和
６
年
６
月
、
超
党
派
の
棚
田
振
興

議
員
連
盟
総
会
が
開
か
れ
、
棚
田
地
域
振

興
法
の
延
長
に
向
け
た
議
論
を
促
進
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
年
１

月
に
は
、
期
限
の
５
年
間
延
長
の
ほ
か
、

国
及
び
地
方
自
治
体
の
施
策
に
関
す
る
情

報
提
供
の
努
力
義
務
、
二
地
域
居
住
の

環
境
整
備
、
鳥
獣
害
対
策
へ
の
支
援
充

実
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
法
改
正
に
当
た
っ
て
は
、

（
自
）
棚
田
支
援
に
関
す
る
P
T
や
、（
立
）

棚
田
振
興
W
T
等
に
お
い
て
も
議
論
さ

れ
、与
野
党
で
意
見
を
固
め
て
い
た
だ
き
、

成
案
に
至
り
ま
し
た
。

⑵
改
正
内
容

今
回
の
法
改
正
で
は
、
法
期
限
を
令
和

12
年
３
月
31
日
ま
で
５
年
間
延
長
す
る
と

と
も
に
、
先
述
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
後

述
す
る
規
定
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
（
法
改

正
で
追
加
さ
れ
た
内
容
は
、
図
２
の
青
字

で
示
し
て
い
ま
す
）。

令和７年度予算の棚田地域振興法関連事業（農水省）

２ 中山間地農業ルネッサンス事業の拡充

①対象地域に「指定棚田地域」を追加
⇒ ルネッサンス事業の支援対象地域に指定棚田地域を追加し、支援事業

の優先採択、優遇措置を講じる。

②「指定棚田地域振興活動計画」の認定を地域別農業振興計
画の認定とみなす

⇒ 「地域別農業振興計画」の認定を受ける代わりに、棚田地域振興法に
基づく「指定棚田地域振興活動計画」の認定を受けた場合も対象とする。

③棚田の保全・振興に対応した推進事業の拡充
⇒ 棚田地域における体制づくり、アドバイザー派遣、計画策定等の棚田の

保全・振興を推進するモデルメニューを追加。

１ 中山間地域等直接支払の拡充

①対象地域に「指定棚田地域」を追加
⇒ 現行の８法に、棚田地域振興法に基づく指定棚田地域（保全を図る

棚田等に限る）を支援対象地域に追加。

②「棚田地域振興活動加算」の創設
⇒ 棚田地域振興法に基づく認定棚田地域振興活動計画の対象棚田等
（田1/20以上、畑15度以上）に対し、 取組目標の設定・達成を要件とし
て 10,000円/10aを加算。
⇒ 「棚田地域振興活動加算」を受ける農地のうち超急傾斜農地（田1/10
以上、畑20度以上）に対し、14,000円/10aを加算。

３ 補助率の嵩上げ・要件緩和

優遇措置 対象事業

補助率嵩
上げ

50→55
%

・農業競争力強化基盤整備事業
・農村地域防災減災事業
・農山漁村地域整備交付金
・農地耕作条件改善事業
・農業水路等長寿命化・防災減災事業
・農村整備事業
・鳥獣被害防止総合対策交付金
・農山漁村振興交付金（地域資源活用価値創出対策のうち地域資源活用
価値創出整備事業（定住促進・交流対策型））
・農山漁村振興交付金のうち最適土地利用総合対策

4/10,1/3
→1/2

・強い農業づくり総合支援交付金（産地基幹施設等支援タイプ）
※稲の育苗施設、米の乾燥調製施設・集出荷貯蔵施設等

要件緩和
（面積要件等）

・農業競争力強化基盤整備事業
・農村地域防災減災事業
・農山漁村地域整備交付金
・農村整備事業
・強い農業づくり総合支援交付金（産地基幹施設等支援タイプ）

⇒ 各事業における補助率嵩上げや要件緩和措置の対象としている条件不利地域に棚田地域振興
法に基づく「指定棚田地域」を追加。

４ その他の優遇措置

②農山漁村振興交付金（地域資源活用価値創出対策のうち地域資源活用価値創
出整備事業（定住促進・交流対策型））の拡充
⇒ 認定棚田地域振興活動計画に基づく活動に対応した事業メニュー（指定棚田地域保全整

備）を創設。

①農山漁村振興交付金（地域資源活用価値創出対策のうち地域活性化型（活動
計画策定事業））の拡充
⇒ 各年度の助成上限額に100万円を加えることができる対象に、棚田地域振興法に基づく「指定棚

田地域」を追加。

図１　農林水産省における優遇措置
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①�

農
地
法
等
に
よ
る
処
分
の
迅
速
化
に
係

る
特
例
措
置
の
追
加

国
の
行
政
機
関
の
長
又
は
地
方
公
共
団

体
の
長
は
、
指
定
棚
田
地
域
内
の
土
地
を

認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
に
記
載
さ

れ
た
用
途
に
供
す
る
た
め
農
地
法
等
の
処

分
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
処
分
が

迅
速
に
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
規
定
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
例
え

ば
、
認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
に
定

め
た
棚
田
米
な
ど
の
棚
田
等
で
生
産
さ
れ

る
農
産
物
や
そ
の
加
工
品
を
販
売
す
る
直

売
所
を
設
置
す
る
場
合
や
指
定
棚
田
地
域

振
興
活
動
に
必
要
な
交
流
施
設
や
駐
車

場
等
を
整
備
す
る
場
合
に
、
農
地
法
第

４
条
第
１
項
又
は
第
５
条
第
１
項
に
基

づ
く
許
可
や
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備

に
関
す
る
法
律
第
13
条
第
１
項
に
基
づ

く
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
に

係
る
手
続
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

②�

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
努
力
義
務
の

追
加

棚
田
地
域
振
興
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の

役
割
を
拡
充
す
る
た
め
、
棚
田
地
域
振

興
活
動
に
参
加
す
る
者
に
対
し
て
施
策

に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
を

国
の
努
力
義
務
規
定
と
し
て
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
指
定
棚
田
地
域
に

か
か
わ
ら
ず
、
棚
田
地
域
振
興
活
動
参
加

者
に
対
し
て
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
資
す

る
事
業
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
地
方
公
共
団
体
の
棚
田
地
域

振
興
へ
の
関
わ
り
を
強
化
す
る
た
め
、
棚

田
地
域
振
興
活
動
に
参
加
す
る
者
に
対
し

て
施
策
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
こ

と
が
地
方
公
共
団
体
の
努
力
義
務
規
定
と

し
て
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

③�

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
配
慮
規
定
の

追
加

国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
配
慮
す
べ
き

事
項
と
し
て
、
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め

の
生
産
基
盤
強
化
や
先
端
的
な
技
術
の
導

入
、
鳥
獣
被
害
の
防
止
等
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
及
び
地
方
公
共

団
体
は
、
棚
田
地
域
振
興
に
関
す
る
施
策

の
推
進
に
当
た
り
、
規
定
に
基
づ
い
た
積

極
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

今
般
の
法
改
正
を
受
け
て
、
国
で
は

基
本
方
針
を
改
正
し
、
棚
田
地
域
振
興
の

更
な
る
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
（
令
和
７
年
６
月
10
日
閣
議

決
定
）。

５５
　
お
わ
り
に

　
お
わ
り
に

農
林
水
産
省
と
し
て
は
、
今
般
の
法
改

正
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
度
予
算
に
お
い

て
、
棚
田
地
域
に
お
け
る
人
材
確
保
・
育

成
の
取
組
と
と
も
に
、
維
持
管
理
労
力
を

軽
減
す
る
た
め
の
小
規
模
な
整
備
に
必
要

以下の➀～⑥の事項について国及び地方公共団体は適切な配慮を行うものとする。
①農業の振興を図るための生産基盤の強化、地域特産物の開発・生産・流通、消費の増進、先端的な
技術の導入、観光業等との連携の推進

② 鳥獣被害の防止、被害防止に寄与する人材の育成・確保
③住宅の整備、地域的な共同活動への支援等生活環境の整備
④移住又は特定居住（二地域居住）をしようとする者への情報提供、便宜の供与等
⑤棚田地域の農業・多面的機能等に対する国民理解の醸成、農泊の促進等都市等と棚田地域との交
流の促進等

⑥ 棚田地域との関わりを持つ者の間における連携及び協力の確保

棚田地域振興法について（令和元年法律第42号）
○ 棚田地域振興法は、令和元年６月に議員立法により５年間の時限法として制定し、令和６年度(令和７年３月31日)に５
年の期限延長。併せて国及び地方公共団体への棚田地域振興に関する配慮規定等が追加された。※ 令和６年度改正は青字部分

失効日：令和12年３月31日

• 棚田地域の振興について、基本理念を定め、及び国等の責務を明らかにするとともに、
基本方針の策定その他の棚田地域の振興に関し必要な事項を定めることにより、貴重
な国民的財産である棚田を保全し、棚田地域の有する多面にわたる機能の維持増進
を図り、もって棚田地域の持続的発展及び国民生活の安定向上に寄与すること。
 棚田地域…自然的社会的諸条件からみて一体的な日常生活圏を構成してい

ると認められる棚田を含む一定の地域であって政令で定める要件に該当す
るもの(第２条)

目的（第１条）

• 棚田地域の振興は、棚田地域の有する多面的機能(農産物の供給、国土の保全、水
源の涵養、生物の多様性の確保その他の自然環境の保全、良好な景観の形成、伝統
文化の継承等)が維持されるよう、棚田等の保全を図るとともに、棚田地域への移住、
棚田地域における定住及び棚田地域における特定居住（二地域居住）並びに国内
及び国外の地域との交流を促進することを旨として、行われなければならない。

• 棚田地域の振興に関する施策は、農業者、地域住民等による自主的努力の助長及び
多様な主体の連携・協力の促進を旨として、講ぜられなければならない。

基本理念（第３条）

• 棚田地域の振興に関する基本方針を策定(内閣総理大臣が案を作成し、閣議決定)
基本方針（第５条）

【国の責務】
• 棚田地域の振興に関する施策を総合的に策定・実施
【地方公共団体の責務】
• 国と連携を図りつつ、自主的・主体的に、地域の特性に応じた施策を策定・実施

国等の責務（第４条）

国及び地方公共団体の配慮規定(第15条の２～第16条の５)

棚田地域における人口減少、
高齢化の進展等

棚田が荒廃の危機に
直面

政令要件：昭和25年２月時点の市町村の区域で、その区域内に勾配1/20以上
の一団の棚田が１ha以上あること

• 基本方針を勘案して、都道府県棚田地域振興計画を策定
県計画（第６条）

• 都道府県が市長村と協議の上申請→ 主務大臣は指定棚田地域を指定
 主務大臣…総務大臣・文部科学大臣・農林水産大臣・国土交通大臣・環境大臣

(第18条）

指定棚田地域の指定(第７条)

具体的施策

• 市町村は、棚田地域振興活動に参加する者からなる指定棚田地域振興協議会を組織
• 都道府県との協議の上、基本方針に即した指定棚田地域振興活動計画を作成

指定棚田地域振興協議会(第８条)

•指定棚田地域振興活動計画について、主務大臣が認定 
•計画の実施状況について、主務大臣が認定市町村から報告徴収

指定棚田地域振興活動計画の認定等(第10条、第11条)

• 国による協議会の構成員に対する情報提供、助言等の援助
活動計画の作成等に関する援助(第９条)

•農山漁村活性化法の特例
•エコーツーリズム推進法の特例
•農地法等による処分についての配慮

特例措置(第12条、第13条、第13条の２)

•国は、認定棚田地域振興活動計画に基
づく活動を支援するため必要な財政上又
は税制上の措置その他の措置を講ずる

財政上の措置(第14条)

棚田地域振興
コンシェルジュ(国)

• 棚田地域振興活動に参加する者に対し、
指定棚田地域の振興に資する事業に関する情報の提供

• 棚田地域の農業の振興に寄与する人材等の棚田地域振興
活動を担うべき人材の育成及び確保

国及び地方公共団体の努力義務(第15条２項、第16条)

主務大臣
に申請

みなし認定等

棚田地域振興
コンシェルジュ(国)•国は、毎年度、当該年度に実

施する指定棚田地域の振興に
資する事業を取りまとめて公表

事業の公表(第15条)

図２　棚田地域振興法の概要
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な
調
査
・
計
画
を
支
援
す
る
新
規
事
業
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
交
付
金
に
お
け
る
棚
田
地

域
振
興
活
動
加
算
や
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
等
の
既
存
施
策
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
、
必
要
な
予
算
を
確
保
し
、
更
な
る
活

用
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

棚
田
の
保
全
や
地
域
振
興
に
つ
い
て

は
、
人
手
不
足
等
で
非
常
に
困
難
な
状
況

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
法
延
長
に
伴
う
新

た
な
活
動
計
画
の
策
定
を
通
じ
て
、
各
地

域
で
の
取
組
を
再
度
見
直
し
て
い
た
だ

き
、
ぜ
ひ
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
が
同
じ
目

標
に
向
か
っ
て
、
前
向
き
な
プ
ラ
ン
を
策

定
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
現
在
指
定
棚
田
地
域
に
未
指

定
の
地
域
に
お
い
て
も
、
棚
田
地
域
振
興

法
の
活
用
を
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
、
全
国
町
村
会
を
は
じ
め
、
関

係
町
村
の
皆
さ
ま
、
棚
田
地
域
の
現
場
で

御
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
今
後
の
各

地
域
で
の
活
動
に
、
引
き
続
き
、
御
協
力

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
担
当
者
・
連
絡
先
】

（
担
当
者
）

�

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
農
村
政
策
部

地
域
振
興
課　

日
本
型
直
接
支
払
班
企

画
係
長

（
連
絡
先
）
０
３
―
６
７
４４

―
２
０
８
１
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１
．�

五
ヶ
瀬
町
の
概
要�

～
特
異
な
自
然
環
境
～

五
ヶ
瀬
町
（
ご
か
せ
ち
ょ
う
）
は
、
九
州

の
ほ
ぼ
中
心
部
、宮
崎
県
の
北
西
部
に
あ
り
、

宮
崎
の
西
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東

部
に
は
観
光
地
と
し
て
名
高
い
高
千
穂
町
、

南
部
に
は
平
家
の
落
人
伝
説
を
背
景
に
し
た

日
本
三
大
秘
境
の
ひ
と
つ
椎
葉
村
、
北
西
で

は
熊
本
県
に
接
し
て
い
ま
す
。

町
の
総
面
積
は
１
７
１
・
73
㎢
で
、
そ
の

約
９
割
を
森
林
が
占
め
、
自
然
豊
か
な
環
境

を
有
し
て
い
ま
す
。そ
の
山
峡
部
を
、町
名
の

由
来
で
あ
る
五
ヶ
瀬
川
の
本
流
と
支
流
が
流

れ
、最
終
的
に
日
向
灘
へ
と
続
い
て
い
ま
す
。

標
高
は
平
均
６
２
０
ｍ
と
高
く
、
年
間
平

均
気
温
は
13
・
２
℃
と
冷
涼
で
す
。
冬
に
は

最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
10
・
６
℃
ま
で
下
が

る
こ
と
も
あ
る
一
方
で
、
夏
に
は
最
高
気
温

が
34
・
4
℃
に
達
す
る
な
ど
、
年
間
を
通
じ

て
寒
暖
差
が
大
き
い
気
候
で
す
。
地
質
と
し

て
は
、
秩
父
古
生
層
の
粘
板
岩
や
頁
岩
に
加

え
、阿
蘇
火
山
系
の
安
山
岩
が
見
ら
れ
ま
す
。

▲茶園

▲うのこの滝

宮崎県

五ヶ瀬町

五ご

ヶか

瀬せ

町ち
ょ
う

宮
崎
県

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
五
ヶ
瀬
!!

　
　

～
町
制
施
行
70
年
～
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そ
の
中
で
も
「
祇
園
山
」
か
ら
は
約
4
億
3

千
万
年
前
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
九

州
で
最
初
に
海
か
ら
顔
を
出
し
た
陸
地
と
さ

れ
、「
九
州
島
発
祥
の
地
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
初
の
公
立
中
高
一
貫
校
と
し

て
設
立
さ
れ
た
「
宮
崎
県
立
五
ヶ
瀬
中
等
教

育
学
校
」
が
あ
る
ほ
か
、
４
０
０
年
以
上
も

続
く
伝
統
芸
能
「
荒
踊
」（
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
）
等
が
脈
々
と
受
継
が
れ
て
い
る

地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
町
は
昭
和
31
年
に
三
ヶ
所
村
と

鞍
岡
村
が
合
併
し
て
、
五
ヶ
瀬
町
と
し
て
の

町
制
を
施
行
し
、
令
和
8
年
度
に
町
制
70
周

年
を
迎
え
ま
す
。
翌
令
和
9
年
度
に
は
、
第

81
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
宮
崎
大
会
）
の

相
撲
競
技
会
場
と
し
て
全
国
か
ら
多
く
の
方

が
来
町
予
定
で
す
。

２
．�

五
ヶ
瀬
釜
炒
り
茶�

～
唯
一
無
二
の
特
産
品
～

本
町
で
生
産
さ
れ
る
農
林
畜
産
物
（
米
、

野
菜
、
椎
茸
、
繁
殖
牛
、
ス
ギ
丸
太
等
）
は
、

冷
涼
な
気
候
で
じ
っ
く
り
と
育
つ
た
め
高
品

質
で
あ
り
、
市
場
関
係
者
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
特
に
、「
釜
炒
り
茶
」
は
、

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
り
、
全
国
茶
品
評
会

や
天
皇
杯
に
お
い
て
「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

や
「
産
地
賞
」
の
栄
誉
を
幾
度
も
受
賞
し
、

そ
の
品
質
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

釜
炒
り
茶
の
特
徴
は
、
茶
を
製
造
す
る
第
一

段
階
を
「
炒
る
」
点
に
あ
り
、
こ
の
工
程
を

経
る
こ
と
で
、
す
っ
き
り
し
た
香
り
と
味
を

持
つ
「
釜
炒
り
茶
」
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
日
本
で
生
産
さ
れ
る
お
茶
の
ほ
と

ん
ど
は「
蒸
し
製
」で
す
。
国
内
の
荒
茶（
製

品
化
前
の
お
茶
）
生
産
量
約
７
万
ｔ
（
令
和

６
年
）
の
う
ち
釜
炒
り
茶
は
数
百
ｔ
に
過
ぎ

ず
、
大
変
稀
少
な
存
在
で
す
。
一
方
で
こ
の

稀
少
さ
故
、
茶
業
界
に
お
い
て
さ
え
認
知
度

が
低
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
茶
摘
み
や
製
茶
体
験
を
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
取
組
み
、
国
内
外
の
お
茶
愛
好
家

を
呼
び
込
み
、
交
流
・
関
係
人
口
の
拡
大
及

び
五
ヶ
瀬
釜
炒
り
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
．�

五
ヶ
瀬
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場

～
日
本
最
南
端
の
ス
キ
ー
場
～

五
ヶ
瀬
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場
は
、
本
町

な
ら
で
は
の
地
理
的
特
性
を
最
大
限
に
活

か
し
た
施
設
で
す
。
１
９
８
９
年
（
平
成
元

年
）
に
開
業
し
た
こ
の
ス
キ
ー
場
は
、
標
高

１
、
６
０
０
ｍ
に
位
置
す
る
、「
日
本
最
南

端
の
ス
キ
ー
場
」
で
あ
り
、
良
質
な
雪
が
ス

キ
ー
ヤ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
を
楽
し
ま
せ

ま
す
。

一
方
で
、
当
該
施
設
は
農
林
業
を
主
産
業

と
す
る
本
町
に
お
い
て
、
冬
期
に
お
け
る
住

民
雇
用
の
場
と
し
て
の
役
割
の
ほ
か
、
町
外

か
ら
外
貨
を
獲
得
し
、
地
域
経
済
を
回
す
エ

ン
ジ
ン
と
し
て
の
役
割
も
持
ち
併
せ
て
い

ま
す
。

現
在
、
当
該
施
設
は
第
３
セ
ク
タ
ー
方
式

で
の
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
は

来
場
者
３
万
人
を
目
標
に
、
令
和
８
年
３
月

中
旬
ま
で
営
業
し
ま
す
。
施
設
利
用
者
の
減

少
、
施
設
の
老
朽
化
、
従
業
員
確
保
と
い
う

課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
が
、
他
地
域
と
差
別

化
を
図
る
こ
と
の
で
き
る
重
要
な
地
域
資
源

と
し
て
、
さ
ら
な
る
活
用
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

南
国
宮
崎
で
楽
し
む
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

４
．�

桑
野
内
地
域
に
お
け
る
取
組�

～
夕
日
の
里
づ
く
り
推
進
会
議
～

本
町
北
部
に
位
置
す
る
桑
野
内
地
区
は
、

宮
崎
県
に
あ
り
な
が
ら
も
熊
本
県
の
阿
蘇
五

岳
を
一
望
で
き
る
絶
景
の
地
域
で
す
。
そ
の

見
晴
ら
し
の
良
さ
は
、
訪
れ
る
人
々
の
心
を

▲浄専寺しだれ桜▲荒踊

▲雪山登山
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魅
了
し
ま
す
。

過
去
、
桑
野
内
地
区
は
道
路
事
情
の
悪
さ

か
ら
、
閉
塞
感
の
漂
う
地
域
で
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、住
民
主
体
の
「
開
発
な
き
開
発
」

と
い
う
理
念
の
も
と
、
地
域
資
源
の
掘
り
起

こ
し
や
発
想
の
転
換
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、

地
域
づ
く
り
組
織
「
夕
日
の
里
づ
く
り
推
進

会
議
」
の
発
足
、
住
民
の
意
識
変
革
や
地
域

の
連
帯
感
向
上
に
成
功
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

は
、
農
泊
等
を
核
と
し
た
都
市
部
と
の
交
流

（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
平
成
18
年
に
は
総
務
省
ふ

る
さ
と
づ
く
り
大
賞
（
地
域
振
興
部
門
）
に

お
い
て
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
、
道
路
整
備

の
効
果
も
相
ま
っ
て
、
よ
り
一
層
の
地
域
活

性
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
17
年
に
は
地
域
の
新
し
い
象

徴
と
し
て
、「
五
ヶ
瀬
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
が
完

成
し
ま
し
た
。
当
該
施
設
も
第
３
セ
ク
タ
ー

方
式
で
運
営
し
て
お
り
、
五
ヶ
瀬
産
ブ
ド
ウ

１
０
０
％
の
ワ
イ
ン
の
製
造
・
販
売
の
ほ
か
、

当
地
域
が
誇
る
最
高
の
眺
望
と
ワ
イ
ン
や
地

元
食
事
を
楽
し
め
ま
す
。
五
ヶ
瀬
ワ
イ
ン
の

特
徴
は
、
寒
暖
の
差
が
生
み
出
す
高
品
質
な

ブ
ド
ウ
を
原
料
と
し
た
芳
醇
な
香
り
と
味
わ

い
に
あ
り
、
国
内
の
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
で
も

高
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
今
年
度
で
開
業
20

周
年
を
迎
え
、
３
年
後
の
主
要
地
方
道
竹
田

五
ヶ
瀬
線
波
帰
之
瀬
大
橋
の
開
通
、
さ
ら
に

は
九
州
中
央
道
の
延
伸
等
に
よ
る
、
高
千
穂

や
阿
蘇
か
ら
の
観
光
客
流
入
の
機
会
を
見
据

え
、
施
設
や
地
域
の
魅
力
向
上
に
向
け
た
取

組
を
展
開
予
定
で
す
。

５
．�

新
た
な
取
組
～
ぎ
お
ん
の�

里
づ
く
り
協
議
会
～

平
成
28
年
度
に
廃
校
と
な
っ
た
鞍
岡
中
学

校
。
そ
の
跡
地
が
令
和
３
年
度
の
「
ぎ
お
ん

の
里
づ
く
り
協
議
会
」の
発
足
を
契
機
に
、

新
た
な
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
高
齢
化

や
人
口
減
少
が
進
行
す
る
中
で
も
、「
み
ん

な
が
元
気
で
住
み
続
け
た
い
鞍
岡
づ
く
り
」

と
い
う
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
お
り
、

「
福
祉
活
動
の
充
実
」、「
自
然
を
守
り
産
業

文
化
を
維
持
発
展
さ
せ
る
」、「
安
心
・
安
全

な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
」、
そ
し
て
「
み

ん
な
が
集
う
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
」
の
４

つ
基
本
方
針
の
も
と
、行
動
計
画
を
策
定
し
、

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

事
務
局
に
は
集
落
支
援
員
２
名
を
配
置

し
、
活
動
の
継
続
性
・
安
定
性
を
確
保
し
つ

つ
、
中
学
校
跡
地
を
利
用
し
た
高
齢
者
の
居

場
所
づ
く
り
（
サ
ロ
ン
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

食
堂
）、
世
代
間
交
流
（
か
か
し
作
り
及
び

し
め
縄
作
り
）、
地
域
内
の
不
用
品
を
持
ち

寄
っ
て
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ほ
か
、
災

害
時
の
連
絡
体
制
構
築
や
支
援
が
必
要
な
住

民
の
把
握
、
指
定
避
難
所
と
し
て
の
定
期
的

な
防
災
訓
練
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し

を
支
え
る
取
組
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
施
設
利
用
者
は
延
べ

年
間
５
、
０
０
０
人
を
超
え
、
今
や
地
域
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
お
り
、

宮
崎
県
に
お
け
る
地
域
運
営
組
織
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

６
．�

新
た
な
取
組
～
ご
か
せ
未
来

キ
ャ
リ
ア
協
同
組
合（
特
定
地

域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
）～

令
和
７
年
４
月
、
地
域
産
業
の
維
持
・
継

続
及
び
移
住
・
定
住
促
進
を
目
的
と
し
て
、

町
内
13
事
業
に
よ
る
出
資
の
も
と
、
特
定
地

域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
「
ご
か
せ
未
来

キ
ャ
リ
ア
協
同
組
合
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
該
組
合
で
は
、
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
産
業
に
労
働
者
派
遣
を
行
い
、
人
材
不
足

▲雲海

▲夕日

▲旧鞍岡中学校
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の
解
消
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
終
了
後
の

雇
用
の
受
け
皿
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
近
年
注
目
さ
れ
る
「
一
つ
の

仕
事
に
縛
ら
れ
な
い
働
き
方
」
を
可
能
に
し

て
お
り
ま
す
。
設
立
初
年
度
の
令
和
７
年

は
、
８
月
か
ら
事
業
を
開
始
し
、
現
在
派
遣

社
員
５
名
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
派
遣
社
員
７
名
、
派
遣
日
数
１
、
７
０
０

日
を
目
標
に
掲
げ
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を

め
ざ
し
ま
す
。

な
お
、
当
該
組
合
の
事
務
局
長
は
、
本
町

地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
で
す
。
そ
の
経
験

を
活
か
し
「
地
域
か
ら
日
本
中
を
も
っ
と
元

気
に
」
を
合
言
葉
に
起
業
し
、
定
住
に
至
り

ま
し
た
。
当
該
組
合
の
運
営
以
外
に
も
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
支
援
や
広
報
活

動
、
募
集
業
務
を
手
掛
け
、
移
住
者
な
ら
で

は
の
視
点
で
本
町
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん

で
い
ま
す
。

７
．
ま
と
め

町
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

先
人
た
ち
の
知
恵
や
努
力
、
そ
し
て
町
づ
く

り
へ
の
情
熱
に
触
れ
、
感
謝
す
る
機
会
を
得

て
い
ま
す
。
同
時
に
、
急
速
に
変
化
す
る
社

会
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
歴
史
を
受
継
ぎ
未

来
に
つ
な
ぐ
挑
戦
を
開
始
す
る
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
新
し
い
仕
組
み
や
技
術

を
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
主
役
と
な
り
、
地
域
が
誇
る
自
然
、
文

化
や
産
業
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
に
オ
ー
ル

五
ヶ
瀬
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

引
続
き
、
町
民
同
士
の
対
話
や
交
流
を
深

め
、
絆
を
強
め
、
多
様
な
知
恵
を
結
集
し
、

総
合
計
画
が
掲
げ
る
「
人
と
『
と
も
に
』　

地
域
と
『
と
も
に
』
自
然
と
『
と
も
に
』　

～
笑
顔
で
つ
な
が
る
ま
ち　

五
ヶ
瀬
～
」
の

実
現
に
向
け
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
五
ヶ
瀬
!!

�

五
ヶ
瀬
町
企
画
課

このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については
取扱代理店（千里）までお問い合わせください。 ※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員

　生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

SJ23-05507（2023.8.1作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの
補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前9時30分～午後5時）

FAX
TEL株式会社　千 里（取扱代理店）

〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

町村生協の自動車共済にご加入の皆さまなら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％44

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払による割引でさらに ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）
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ブ
ナ
り
ん

ブ
ナ
り
ん

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
「
平
泉
」
の
理
念
を
こ
ど
も
た
ち
に
楽
し
く

伝
え
る
た
め
、
2
0
0
8
年
に
岩
手
県
の
職
員

有
志
が
手
作
り
し
た
紙
芝
居
「
み
ん
な　

な
か

よ
し　

ひ
ら
い
ず
み
」
の
主
人
公
と
し
て
「
き

よ
ひ
ら
く
ん
」
は
誕
生
し
ま
し
た
。
モ
チ
ー
フ

と
な
っ
た
の
は
、「
前
九
年
・
後
三
年
合
戦
」

の
2
度
の
戦
乱
を
乗
り
越
え
、
平
和
な
都
「
平

泉
」
を
築
き
上
げ
た
奥
州
藤
原
氏
初
代
当
主

「
藤
原
清
衡
」
で
す
。
当
初
は
イ
ラ
ス
ト
の
み

の
活
用
で
し
た
が
、
2
0
1
4
年
6
月
に
開
催

さ
れ
た
「
平
泉
福
興
祭
」（
現
・
平
泉
世
界
遺

産
祭
）
に
て
、着
ぐ
る
み
の
「
き
よ
ひ
ら
く
ん
」

が
初
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。以
降
、「
平
泉
」

に
関
連
す
る
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、

町
外
に
も
出
か
け
て
い
き
、
P
R
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
2
0
2
6
年
は
、「
平
泉
」
の
世

界
遺
産
登
録
15
周
年
及
び
中
尊
寺
落
慶

9
0
0
年
を
迎
え
る
記
念
の
年
に
あ
た
る
た

め
、
S
N
S
も
駆
使
す
る
「
き
よ
ひ
ら
く
ん
」

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

町
の
木
「
ブ
ナ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、
只
見

町
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
2
0
1
4

年
に
誕
生
し
た
「
ブ
ナ
り
ん
」
は
、
心
優
し

く
凜
と
し
た
大
木
の
よ
う
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
の
思
い
を
込
め
、
誰
か
ら
も
親
し
み
や
す

い
名
前
が
公
募
に
よ
り
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
に
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ソ
ン
グ
「
ブ

ナ
り
ん
の
歌
」
が
作
ら
れ
、
同
年
10
月
開
催

の
「
自
然
首
都
・
只
見 

水
の
郷
う
ま
い
も
ん

ま
つ
り
」
で
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
振
り
付
け
が
付
き
、「
ブ
ナ
り
ん
体
操
」

と
し
て
イ
ベ
ン
ト
等
で
お
披
露
目
し
て
い
ま

す
。「
ブ
ナ
り
ん
」
の
仲
間
に
、
空
か
ら
ブ
ナ

の
森
を
守
る
「
ア
カ
シ
ョ
ウ
ち
ゃ
ん
」
と
水

の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
知
っ
て
い
る
「
イ
ワ
っ

ぺ
」
が
い
て
、
一
緒
に
町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
毎
年
2
月
に
開

催
さ
れ
る「
只
見
ふ
る
さ
と
の
雪
ま
つ
り
」等
、

町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
町
民
や
観

光
客
と
交
流
を
図
っ
て
い
る
「
ブ
ナ
り
ん
」

で
す
。

8月8日生まれ。身長約190cm。やさしくあ
たたかい心の持ち主。ジャンプが得意。チャー
ムポイントは愛くるしい瞳。

4
月
15
日
（
旧
平
泉
町
・
長
島
村
が
合
併
し
た
日
）
生
ま
れ
。
元
気

で
優
し
い
男
の
子
。「
け
ま
り
」が
得
意
。桜
と
ハ
ス
の
花
が
好
き
で
、

争
い
ご
と
は
苦
手
。
ぱ
っ
ち
り
お
め
め
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
。
平

安
時
代
の
生
ま
れ
な
の
で
、
語
尾
に
「
〜
な
り
」
と
つ
け
て
話
す
。

　

鷹
栖
町
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー『
あ
っ
た
か
す
』

の
想
い
を
そ
の
ま
ま
形
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
、
1
9
9
5
年
に
誕
生
し
た
「
あ
っ
た

か
す
く
ん
」。
モ
チ
ー
フ
は
町
名
に
由
来
し
た

「
鷹
」
で
、
ま
ん
ま
る
の
シ
ル
エ
ッ
ト
と
、
ぽ

か
ぽ
か
し
た
雰
囲
気
を
ま
と
っ
た
表
情
が
特

徴
で
す
。キ
ャ
ン
プ
場
等
が
あ
る
憩
い
の
杜「
パ

レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
」
に
咲
く
「
桜
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
名
札
を
付
け
、
背
中
の
リ
ュ
ッ
ク
に
は
町

の
特
産
品
で
あ
る
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
「
オ
オ
カ

ミ
の
桃
」
が
入
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
3
年
に

「
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」
の
応
援
大
使
事

業
に
鷹
栖
町
が
選
ば
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
鷹
栖
町
の
P
R
に
よ
り
一
層
力
を
入
れ
る

た
め
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
同
年
8
月
11
日
に

開
催
さ
れ
た
「
た
か
す
熱
夏
フ
ェ
ス
タ
」
で
お

披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
く
人
気
が
あ
り
、
鷹
栖
町
の
魅
力
を
発

信
す
る
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
や

P
R
活
動
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

2
月
8
日
生
ま
れ
の
男
の
子
。
只
見
町
に
あ
る
ブ
ナ
王
国
の
王
子

で
、
心
優
し
い
ブ
ナ
の
精
。
ブ
ナ
の
木
た
ち
や
森
の
仲
間
た
ち
と

話
が
で
き
る
。
只
見
の
美
味
し
い
水
と
空
気
が
大
好
き
。
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
な
ど
自
然
を
汚
す
も
の
は
嫌
い
。

あ
っ
た
か
す
く
ん

あ
っ
た
か
す
く
ん

き
よ
ひ
ら
く
ん

き
よ
ひ
ら
く
ん

Vol.185

北
海
道
鷹た

か

栖す

町ち
ょ
う

福
島
県
只た

だ

見み

町ま
ち

岩
手
県
平ひ

ら

泉い
ず
み

町ち
ょ
う

平
泉
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

鷹
栖
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

只
見
町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

福島県只見町

岩手県平泉町

北海道鷹栖町

第3348号11　2026年（令和 8年） 2月 9日 （第三種郵便物認可）町 村 週 報

P11 3348 ご当地キャラじまんvol.185.indd   11P11 3348 ご当地キャラじまんvol.185.indd   11 2026/02/06   18:28:412026/02/06   18:28:41



２
年
前
の
こ
と
だ
。
２
０
２
３
年
９
月

17
日
、
岡
山
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
Ｒ
Ｓ

Ｋ
創
立
70
周
年
記
念
、
東
和
ハ
イ
シ
ス
テ

ム
・
プ
レ
ゼ
ン
ツ
「
慈
愛
と
恵
み　

石
井

十
次
物
語
」
が
岡
山
市
で
上
演
さ
れ
た
。

「
岡
山
県
出
身
の
俳
優
さ
ん
と
岡
山
市

民
の
力
の
結
晶
！
感
動
の
連
続
で
、
魂
が

震
え
た
！
」

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
観
た
人
の
感
想
で
あ

る
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
成
功
し
、
石
井
十

次
の
功
績
を
未
来
へ
と
つ
な
い
だ
。

岡
山
に
は
「
岡
山
四
聖
人
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。「
岡
山
四
聖
人
」
と
は
、
明

治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
岡
山
で
救

済
事
業
に
生
涯
を
捧
げ
た
、
社
会
福
祉

の
先
駆
者
た
ち
「
石
井
十
次
」「
留
岡
幸

助
」「
山
室
軍
平
」「
ア
リ
ス
・
ぺ
テ
ィ
・

ア
ダ
ム
ス
」
４
人
の
人
物
の
こ
と
を
称

し
、
岡
山
県
民
の
多
く
の
人
が
高
く
評

価
し
尊
敬
し
て
い
る
。
中
で
も
、「
孤
児

の
父
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
で
最
初
に
孤

児
院
を
設
立
し
、
生
涯
を
孤
児
救
済
活

動
に
捧
げ
た
石
井
十
次
は
特
に
評
価
が

高
い
。

高
鍋
町
は
、
石
井
十
次
を
郷
土
の
偉
人

と
し
て
尊
敬
し
、
そ
の
顕
彰
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
だ
が
、
岡
山
で
の
、
石
井

十
次
の
評
価
の
高
さ
、
そ
の
功
績
を
次
世

代
に
繋
ぐ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
さ
に
圧
倒
さ

れ
て
し
ま
う
。
高
鍋
町
は
、
素
朴
な
小
学

生
の
児
童
劇
を
継
承
し
て
石
井
十
次
の
功

績
を
顕
彰
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
岡

山
は
、
プ
ロ
の
俳
優
と
市
民
が
参
加
し
て

の
豪
華
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
あ
る
。
こ
の

違
い
に
、「
岡
山
は
県
を
挙
げ
て
の
取
組

だ
」「
人
口
規
模
が
違
う
」「
資
金
力
の
差

が
あ
る
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
思
考
の
視
点

で
捉
え
て
は
い
け
な
い
と
考
え
た
。
こ
の

事
実
に
、
高
鍋
町
が
、
謙
虚
に
学
ぶ
と
す

れ
ば
、
高
鍋
町
も
、
小
さ
な
町
で
は
あ
っ

て
も
、
今
ま
で
に
な
い
新
た
な
取
組
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
捉
え
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
こ
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
起
点
に

「
石
井
十
次
と
音
楽
の
関
係
」
を
巡
っ
て

み
た
。

石
井
十
次
の
孤
児
救
済
活
動
に
は
「
岡

山
孤
児
院
慈
善
音
楽
幻
燈
会
」
と
い
う
事

業
が
あ
っ
た
。
あ
る
時
期
、
石
井
十
次
は

「
慈
善
音
楽
幻
燈
隊
」
を
組
織
し
活
動
し

た
。
こ
の
音
楽
幻
燈
隊
の
活
動
は
、
１
８

９
３
年
（
明
治
26
年
）
に
始
め
ら
れ
、
そ

の
後
、
幻
燈
を
活
動
写
真
に
変
え
て
、
１

９
１
１
年
（
明
治
44
年
）
ま
で
、
18
年
間

に
わ
た
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動

の
目
的
は
、
全
国
各
地
や
海
外
に
ま
で
巡

回
し
、
岡
山
孤
児
院
の
運
営
・
活
動
資
金

を
募
集
し
、
孤
児
院
を
支
え
る
「
慈
善
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
組
織
の
構
築
に
取
り
組
む

こ
と
で
あ
っ
た
。

「
慈
善
音
楽
幻
燈
隊
」
は
ど
の
よ
う
な

曲
を
演
奏
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
石
井
十

次
の
研
究
資
料
に
、
１
９
０
２
年
（
明
治

35
年
）
の
「
岡
山
孤
児
院
音
楽
幻
燈
会
」

と
題
さ
れ
た
「
音
楽
幻
燈
会
」
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
見
つ
け
た
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、

『
④　
「
ウ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ー
ル
」、
雪
の
進

軍（
軍
歌
）の
演
奏
。』の
項
目
が
あ
っ
た
。

音
楽
幻
燈
隊
は
、『「
ウ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ー

ル
」、
雪
の
進
軍
』
を
演
奏
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

毎
年
８
月
に
、「
石
井
十
次
セ
ミ
ナ
ー
」

が
、
社
会
福
祉
法
人
石
井
記
念
友
愛
社

（
児
嶋
草
次
郎
理
事
長
）
の
主
催
で
開
催

さ
れ
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
石
井
十
次
の

研
究
者
や
児
童
福
祉
関
係
の
識
者
を
講
師

に
迎
え
、
石
井
十
次
の
功
績
や
児
童
福
祉

を
学
ぶ
勉
強
会
で
あ
る
。
毎
回
、
講
義
の

前
に
、
馬
込
勇
先
生
（
平
成
音
楽
大
学
教

授
）
の
指
揮
に
よ
る
藩
校
ブ
ラ
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
（
高
鍋
町
の
中
高
生
の
ブ
ラ
ス
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
）
の
演
奏
が
あ
る
。
石
井
十
次

の
「
慈
善
音
楽
幻
燈
隊
」
を
再
現
し
た
演

奏
で
あ
る
。
馬
込
先
生
に
お
願
い
し
て
実

現
し
た
。
多
く
の
参
加
者
の
共
感
と
感
動

を
得
て
い
る
。
し
か
し
、
実
は
、
指
揮
者

の
馬
込
先
生
は
「
音
楽
隊
が
演
奏
し
た
曲

の
記
録
資
料
が
な
い
こ
と
」
を
残
念
に
思

わ
れ
て
い
た
。
馬
込
先
生
は
、
岡
山
孤
児

院
の
音
楽
隊
を
再
現
す
る
た
め
、
当
時
の

音
楽
隊
が
演
奏
し
た
で
あ
ろ
う
曲
を
、
時

代
を
考
証
し
て
選
曲
し
、
演
奏
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
選
曲
も
見
事
で
、
毎
回
、
素
晴

ら
し
い
演
奏
で
あ
る
。

馬
込
先
生
に
「
音
楽
隊
の
曲
目
を
見
つ

け
ま
し
た
」
と
報
告
し
た
。
今
回
発
見
し

た
『「
ウ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ー
ル
」、雪
の
進
軍
』

で
あ
る
。「
次
回
必
ず
演
奏
し
ま
し
ょ
う
」

と
折
り
返
し
の
連
絡
が
き
た
。
次
回
の
石

井
十
次
セ
ミ
ナ
ー
が
楽
し
み
で
あ
る
。
何

事
も
小
さ
な
発
見
や
新
た
な
積
み
重
ね
が

大
切
な
の
だ
。

郷
土
の
偉
人
「
孤
児
の
父
」
石
井
十
次
と
音
楽

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」か
ら「
慈
善
音
楽
幻
燈
会
」へ「
音
楽
の
可
能
性
」を
巡
る

黒く
ろ

木き

　
敏と

し

之ゆ
き 

宮
崎
県
高た

か

鍋な
べ

町
長
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